
B
KRI様

2022.03/01  確認用
FC EXPO （2022.3/16～18 東京ビッグサイト）
フレーム付きパネル【濵中B】 　A1正寸：594×841mm（うち見え寸：574×821mm）

アンモニア評価試験対応インフラ設備

・液化アンモニアボンベ 50kg×2本立 ・処理風量:3000m₃/h ・給排気設備アンモニアセンサ

NH₃貯蔵媒体 NH₃

Air

安全なアンモニア吸蔵材料の探索 (広島大学と共同研究)

アンモニア吸蔵時の相状態

アンモニア吸蔵により液化する特性を持つ吸蔵材料を貯蔵・供給システムに利用

水素化ホウ素ナトリウムのアンモニア吸蔵特性

アンモニア燃焼器の開発

直接アンモニア型SOFCシステムの試作～評価

●物質によりアンモニア吸蔵に伴う相状態変化・粘度変化・体積膨張が異なり、貯蔵特性に影響

●アンモニア混焼率70%まで安定して
　燃焼することを確認
　NOxの発生については改善が必要

蒸発器

分解器

燃焼器

スタック

特許出願済
 特開2017-166665
 特開2018-160434
 特願2019-138735

特許出願済
 特願2020-000195
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排熱利用
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サイクル

固体 液体

処理後排ガス

塩化マグネシウム

NH₃を吸蔵しても
固体のまま

・アンモニア吸蔵量と蒸気圧の関係によりアンモニアの吸蔵と放出を制御
・圧力制御により液体状態を保ってシステム内を移送可能

液体アンモニアよりも低い蒸気圧の
液体状態でアンモニアを貯蔵できる

NH₃吸蔵前
(粉末)

NH₃を吸蔵して
液化する

水素化ホウ素ナトリウム
２相共存

設計

【温度測定】 【エミッション測定】

アンモニア割合
55％

アンモニア割合
15％

試作 アンモニア・水素
の混焼試験

評価試験

固体

液体固体+液体

□ NaBH4-absorption
○ NaBH4-desorption

液体
液体

液相

アンモニアの蒸気圧860kPa(20℃)

排ガス（NH₃、N₂、H₂O）+熱

アンモニア燃料エネルギーシステムの開発
-CO₂フリーアンモニア燃料の利用と貯蔵に関する評価-

アンモニアのエネルギー利用について

●アンモニアは古くから肥料や工業用途に利用されています。近年、水素のエネルギーキャリア（輸送媒体）としての用途や
　CO₂削減に役立つ燃料としての役割が期待されています。

●経済産業省が策定した「2050年カーボンニュートラルに伴うグリーン成長戦略」の中でも、燃料アンモニア産業の創出や
　燃料電池の燃料としての用途に挙げられており注目されています。

●KRIでは2014年頃からアンモニアを燃料としたエネルギーシステム開発に取り組んでいます。

株式会社KRI 新エネルギーデバイス開発部　tel：06-6464-9237 　 mail：kri-ned＠ml.kri-inc.jp

アンモニアSOFC発電システムイメージと開発事例

CO₂を排出しないアンモニアの燃料利用について様々な開発を行っています

●取扱いの難しいアンモニアに関する豊富な経験と専用インフラを利用して
　様々な評価に対応できます。
　
●システム構成の検討から各モジュールの設計・試作・評価を行うことが可能です。
　燃料電池スタック、ホットモジュールやシステム機、分解器、燃焼器等の各モジュール、
　アンモニア吸蔵材料を利用したシステム開発など

※お客様のご要望・お困りごとに対して、柔軟に対応いたします。

豊富な経験とインフラでアンモニアエネルギーシステムの開発を支援します

貯蔵タンク

貯蔵

供給

熱

熱 特許出願済
 特開2017-084592
 特開2018-084593
 特開2019-168404●スタックでH₂発電と

　変わらない特性を確認

●スタック出口で理論平衡
　まで分解していることを
　確認

アンモニア供給設備 アンモニア除害設備 試験用ブース

3kW相当のアンモニア燃焼試験が可能！

背景

アンモニア貯蔵・供給システム 直接アンモニアSOFC発電システム

KRIでの開発事例

ご提案例

高圧ガス（液化ガス）


